
 

 

 

 

～新たな出会いやさまざまな活動での、新たな発見、悩み、感動等から～ 
 

１年生にとっては新たな学校で、２，３年生にとっては新たな学年・

学級でスタートをした１学期も、はや 3か月半がたち、明日が終業式

です。 
 

１学期を振り返ると、いろいろな自分が見えてくることでしょう。新

しい学習が始まり楽しんで取り組めたという人、学習が理解できず

苦しんだという人、部活動で思うように結果が出ずに悩んだという

人、友だちとの行き違いがあったりして分かり合えず苦しんだという

人、家族の方の言うことが素直に聞けずに反発したという人

等・・・・。 

たとえ、結果が出せなかったり、いやな思

いをしたことしかなかったりしても、決して

下を向く必要はありません。努力しても結

果につながらないこともよくあります。 

いろんなことに悩むということは、それだ

け自分としっかり向き合い考えている証拠

なのです。 

 

１学期のいろいろな出会いや学習など、

苦しんだことも結果が出なかったことも、

そうした経験をとおして、皆さんは確実に

成長していると確信しています。 

自信を持ちましょう。 

 

そして、これからの夏休み。希望と勇気をも

って、もう一歩踏み出しませんか。弱い自分を

乗り越えてみましょう。そうした勇気と努力

は、決してむだになることはありません。 
 

自分で目標を決めて、無理のない計画を立てて、粘り強く取り組

んでいきましょう。君にしかない輝きを求めて！ 
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保護者の皆様へ 
保護者の皆様には、子どもたちの健やかな成長を願いながら、円滑な学校運営にご理

解とご協力を賜り、誠にありがとうございます。とりわけ、コロナ禍において、感染拡
大防止はもちろんのこと、ご心配も絶えない中、温かく学校の方針をご理解いただき、
感謝しております。 
また、夏季休業中には、お子さまの話をできるだけ聞いてやっていただきたいと思い

ます。そして、生活習慣を整え、目標をもって、安全で意義ある生活を送れるよう見守
っていただきますようお願いします。 

 

 

書道と吹奏楽とのコラボによるパフォーマンス（6/25取材、7/9放送） 

３年生合唱コンクール（７月２日） 

全員での学年合唱は取りやめ、代表者による心の
こもった合唱でスタートしました。歌えなかった他の
生徒たちも心の中でともに歌い、ホール全体の緊張
感が少しずつほぐれていくようでした。 
そして、いよいよ各学級の合唱が披露されました。

どの発表も、一人ひとりの熱い思いが聴衆に伝わっ
てきて、感動的な合唱コンクールでした。 
１０組が最優秀賞に輝きました。 

例年は全校生徒が集い盛大に開
催する合唱コンクールですが、コロナ
禍のため昨年度と同様に学年別開催
として、まずは３年生で実施しました。 
感染拡大防止のため、さまざまな

制限がある中、お互いに注意し合っ
て練習に取り組みました。 
広く間隔をとっての合唱は、周りの

歌声があまり聞けず不安があるもの
の、お互いを信じ合いながら、合唱す
る姿に感動しました。 

６月２５日（金）に、びわ湖放送が、書
道と吹奏楽とのコラボパフォーマンスを
取材に来られました。 
書道部員と吹奏楽部員が、コロナ禍

のため尽力いただいている医療従事者
等の方々に感謝の気持ちを伝えようと、
パフォーマンスに挑戦しました。 

迫力ある気持ちのこもった演奏や力強い筆づかいで、多
くの人々を魅了するとともに、感謝の気持ちを表現しました。 
また、インタビューでの受け答えが実にしっかりとしてい

て、感銘を受けました。コロナ禍における社会へのメッセージ
や感謝の気持ちを具体的に話すことはもちろんのこと、聞か
れたことに対して、自分の言葉でしっかりと答えていて、本当
にすばらしいと思いました。 


